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 自然豊かな南阿蘇村・立野峡に

計画されている立野ダム。国土交

通省は、９月１１日、立野ダムと

ダム以外の治水対策とを比較し

た結果、「ダム案が最も有利」と

の考えを示しました。 

こうした国交省の考えについ

て、流域住民の意見を聞く公聴会

が、９月２２日～２４日、熊本市、

大津町、南阿蘇村で開かれ、全ての意

見が、ダム建設に反対・慎重でした。 

白川の治水対策として計画されている

穴あき型ダム。右図のように、ダム下部

に三つの穴があり、洪水時には流下する

水の量を調整するとされています。 

 発言では、「流木が穴をふさげ

ば、ダムの治水効果は発揮できな

い」「ダム上流は、国指定の天然

記念物である北向谷原始林があ

り、ダムにより浸水し貴重な自然

が失われる」「ダム周辺は地盤が

弱く危険」「布田川・日奈久断層

上にあり地震があればどうする

のか？」「堆砂により川が長期間

濁り、自然へ深刻な影響を与え

る」など、ダム建設に関する問題

点が指摘されました。熊本市では

１８名、大津町では８名、南阿蘇

村では４名の住民が発言しましたが、

全ての意見が立野ダム建設について、

反対・慎重を求めるものでした。 

 

 国交省が「立野ダムが有利」と考え

を示してから公聴会が開催されたのは

１０日後。それもわずか３日間です。  

公聴会では、「住民の意見を軽視して

いる。情報公開を徹底し、住民参加型

の検証の場を保障するべき」との意見

が多数寄せられました。 

 市議会最終日には、自民党市議団か

ら「立野ダム建設促進を求める意見

書」が提案され、上野みえこ議員が質

疑、なすまどか議員が反対討論を行

い、立野ダムについての問題点を指

摘。住民参加による「ダムによらない

治水対策」を追求することこそ求めら

れていると指摘しました。 

 意見書は賛成多数により可決され

ました。 

自民党、くまもと未来、市民連合

（４名）、公明党、日本の教育を

考える会、自由クラブ 

共産党、市民連合（４名） 
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控
室
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７
月
の
豪
雨
災
害
を
機
に
、「
立
野
ダ
ム
建
設
」
が
強
行

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
立
野
ダ
ム
」
は
、

長
年
建
設
が
足
踏
み
し
、
検
証
ダ
ム
に
指
定
さ
れ
、
ダ
ム

に
よ
ら
な
い
治
水
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
開
か
れ
た
９
月
の
第
３
回
検
証
員
会
で
は
、
検
討
さ
れ

た
６
案
の
中
で
「
ダ
ム
案
」
が
有
利
と
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
検
証
は
未
だ
半
ば
で
す
。
そ
の
後
開
か
れ
た
住
民
を

対
象
の
公
聴
会
で
も
、
す
べ
て
の
意
見
が
「
ダ
ム
案
有
利
」

に
異
議
あ
り
で
し
た
。 

ダ
ム
が
有
利
と
さ
れ
た
「
素
案
」
の
提
案
か
ら
10
日
し

か
た
た
な
い
の
に
、
２
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
専
門
的
な

内
容
の
「
素
案
」
を
読
み
込
ん
で
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、

一
市
民
に
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
意
見
を
聞
く
と
言
い

な
が
ら
、
実
際
に
は
意
見
を
言
わ
せ
な
い
、
こ
の
や
り
方

は
「
住
民
不
在
」
で
す
。 

治
水
効
果
、
環
境
へ
の
影
響
、
ダ
ム
の
安
全
性
、
住
民

参
加
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
住
民
に
と
っ
て
は

納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
事
業
費
が
９
０

０
億
円
を
超
え
る
大
事
業
で
あ
る
だ
け
に
、
住
民
参
加
の

も
と
で
、
真
に
住
民
が
納
得
の
で
き
る
治
水
案
の
検
討
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

http://f.hatena.ne.jp/adayasu/20120922114106


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月最終日、「教育委員選任」の議

案に関連し、「自民党市議団」４人、

「未来」１人が質疑に立ち、教育行

政の中身にまで踏み込むような質問

を行いました。 

【自民党市議団の意見】 

・ 今の教科書には、正しい歴史認識の上

に立つということが乏しい。 

・ 熊本市の歴史教科書（東京書籍）は中

立性を欠いている。教育委員会で長の

ポストにつく人が、今の教科書に異論

がないという市長の考えならば、市長

の思想に疑問を持つ、不安です。扶桑

社の教科書は右寄りではない。 

【くまもと未来の意見】 

・ 今の教育委員会制度は半世紀以上も経

ち、縦割りで迅速性に欠け、地域から

顔が見えない、本来の役割を果たして

いないので見直しの意見もある。必置

規制を緩和し、教育委員会を置くか置

かないか選択性にすべき。 

・ 大阪市の橋下市長は、教育委員会が形

骸化し、抜本的な見直しが必要と主張

されている。今の教育委員会は形骸化、

名誉職化し、民意を反映していない。

市長と教育委員会の定期協議がなされ

るべき。 

・  

 

 

 

慎重で、公正・中立な行政を行う 

独立した行政機関の「教育委員会」 

 「教育委員会」は、行政の民主性・

公正性を確保するため、民意を行政

に反映させるためにつくられた「行

政委員会」の一つです。長から独立

した執行機関として設けられ、住民

の代表（複数）が委員として参加し、

合議によって決定・執行することに

よって、慎重かつ公正・中立な行政

を行おうとするものです。 

 

 ひらかれた住民参加の教育行政を

行っていくための現行「教育委員会

制度」を批判し、教育委員の人事を

通して、「つくる会系教科書」を押し

付けようとする「自民党」や「未来」

の教育行政への介入は許されるもの

ではありません。 

 

 

 

 

 

 

「自民党市議団」「未来」、２会派の「つくる会系教科書」押し付け 

教育委員選任をめぐり、教育への不当な介入 

 

熊本市が使っている 

中学校の教科書 

（歴史）東京書籍 

（公民）教育出版 

「陸上自衛隊定員の増員と防衛予算の増額を求める
意見書」に益田牧子議員が反対討論 
（日本共産党が指摘した問題点要旨）～詳しくは市議団ホームページの参照を！ 

 

尖閣諸島は、1895年、日本政府が

最初の領有行為（占有）で、国際法上

で正当と認められています。中国は、

1970 年代になるまで異議を唱えたこ

とはなく、「日清戦争で奪った」という

主張も、歴史的には成り立ちません。

こうした経過からも、冷静に理を尽くし

て、日本の領有の正当性を説く外交

努力を進めることが必要です。問題

は、歴代の日本政府は、1972 年の日

中国交回復以来、本腰を入れて日本

の領土の正当性を中国側にも、国際

社会にも主張してこなかったことで

す。自衛隊を増員・配備し、尖閣諸島

周辺で、軍事的緊張を高めていくこと

は、外交努力と話し合いによる解決を

２、21 世紀を展望すれば、軍事力による紛争解決の時代ではなく、国際的な道

理に立った外交と平和的な話し合いが世界政治を動かす時代になっています。 

３、熊本市における中国、韓国の友好姉妹都市、友好協力都市締結での国際交流

にもマイナスの影響を与えます。 

 

１、領土問題は、防衛力の強化では解決には至りません。 

 妨げることになります。 

竹島は、1905年、日本政府が閣議

決定で、日本領として、島根県に編入

しました。これは、国際法上有効なも

のです。解決のためには、日韓双方

が歴史的事実に基づいて、外交交渉

で解決することです。日本政府が

1910 年の韓国併合への根本的な反

省に立ってこそ、冷静に話し合うテー

ブルをつくることができます。 

領土問題の解決には、「防衛力」の

増強でなく、歴史的事実と道理に立

った外交交渉がなにより必要です。

防衛力の増強など緊張を激化させる

ような行動は、双方が慎まないと問

題の解決にはなりません。 

 

日本共産党 市議会だより2012年9月30日 

自民党、くまもと未来、市民連

合（４名）、公明党、日本の教育

を考える会、自由クラブ 

共産党、市民連合（４名） 

http://www.jcp-kumamoto.com/data/gikai201209_masuda.pdf

